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Ericsson Mobility Report （2017 November）

CAGR 42%

モバイルトラヒック状況
 モバイルトラヒックは、今後も継続的に増加することが想定されている
 5G展開におけるLTE連携、5Gへの移行過渡期において、LTEトラヒックは今後も増
加の見込みであることから、LTEの継続的な高度化が必要

LTE

WCDMA/HSPA

GSM/EDGE

5G
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LTE-Advancedの高度化（キャリア・アグリゲーション等）
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 今後もLTE-Advancedの継続的な高度化が必要 LTE-Advanced
の更なる高度化
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LTE-Advanced高度化について（将来対応）
 3GPP Rel.15以降もLTE-Advancedの高度化が検討されている（主要技術は下記）

⇨ LTE-Advancedの継続的な高度化のため、今後も技術的条件の検討が必要

• Rel. 14のHPUEは1キャリアのみ対象（現在制
度整備中）

• Rel. 15では、HPUEでUL CAに対応するよう
機能拡張を実施中

20MHz幅※ 20MHz幅※ 20MHz幅※

HPUE (Rel.14) UL CA対応HPUE (Rel.15)

最大空中線電力26dBm

HPUE UL CA
• 下りリンクデータチャネルの変調方式について、
更なる多値化で一度に運べる情報量を増やす

DL 1024QAM

最大速度が
理論上

1.25倍に！

256QAM 1024QAM

Bits per symbol：8 Bits per symbol：10

HPUE : High Power User Equipment

※20MHz幅は最大の帯域幅
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最大空中線電力26dBm



LTE-Advanced高度化について（将来対応）
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• 無線アクセス部分の低遅延を実現
＜Frame structure type 1(FDD)＞

• 下り：2-symbol, 7-symbolのsTTIの導入
• 上り：2-symbol, 4-symbol, 7-symbolのsTTIの導入
＜Frame structure type 2(TDD)＞

• 上り下りともに、7-symbolのsTTIの導入

Shortened TTI 

14symbol(TTI) =1ms 14symbol(TTI) = 1ms

7symbol(TTI)7symbol(TTI)7symbol(TTI)7symbol(TTI)

データの先頭

既存周波数帯のNR化
B1 (2GHz帯)、B3 (1.7GHz帯)、B7 (2.5GHz帯)、B8 (900MHz帯)、B20 (800MHz帯)、B28 (700MHz帯)
B41(2.5GHz帯)、B42(3.5GHz帯)、B66 (2GHz帯)、B71 (600MHz帯)

※下記は主な周波数帯（下線は国内利用の周波数帯）、NR：New  Radio

20MHz幅 20MHz幅 20MHz幅

Rel. 14
HPUE

Rel. 15
HPUE

最大26dBm 最大26dBm

• Band 41(2.5GHz帯) と Band 42 (3.5GHz帯) 
を用いた、最大4キャリアによるUL CAをサ
ポート

Band41

Band41

Band42

Band42
4CC CA

同
時
利
用

4UL CA

※CC : Component Carrier
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実証実験を通じ、5Gにより開ける世界の可能性を追求中
高速移動環境

*一部は総務省技術試験事務
5G総合実証試験にて実施

電車(100km/h)

低遅延

ICT施工

遠隔存在

高度セキュリティ
システム スマートステーション

安心・安全

高精細映像VR/AR

スタジアム
エンターテインメント

空撮映像配信 自由視点 VR旅行

より良い社会へ

スマートスクール
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自動車(>190km/h)



3GPP標準化、周波数割り当てを踏まえた想定ロードマップ

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度～

イベント

3GPP
標準化

周波数
割当て

5G商用
予定

Rel.16

▲東京五輪▲WRC-19

商用化(高速／大容量主体を想定）
高度化

(低遅延や高信頼性本格対応）

Rel.15

 高速・大容量サービスを主体に5Gサービスを開始し、3GPP標準化状況を踏まえて、順次低
遅延サービス、SA化等の高度化を図り、段階的に5Gを導入していく想定
 東京オリンピックを踏まえ、2020年度までに高速・大容量サービスを主体に、NSAベースでサービス開始を目指す。
 Rel.16仕様化（19年12月）に基づき、低遅延や高信頼性サービス等を含む高度化を図る。

▼12月
NSA Fix

▼6月: SA Fix

▼12月: 3GPP Rel-16 Fix

▼5G周波数割当 ▼追加周波数割当（想定）

新周波数
多接続対応
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YY

YY

５G ５G

eMTC
NB-IoT

無線区間
低遅延化

eMTC
NB-IoT

2020年度～ 2022年度～

eMBB

IoT 低遅延

高速／大容量

映像中継 監視カメラ映像
Upload コネクテッドカー

４Ｇ

サービス当初から高速・
大容量

Rel.16による高密度、
多接続

高速／大容量

E2E
低遅延化

割当て済み
バンド

Below6GHz

28GHz

既存3GPPバンド

NSA NSA

Rel.13,14

New 
RAT

SA

WRC-19バンド

3GPP標準化、周波数割り当てを踏まえた想定ロードマップ

５G

高速／大容量

E2E
低遅延化IoT

Rel.16

NSA
SA

2023年度～

NSA: Non-Standalone
SA  : Standalone
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NSA(Non-Standalone)

LTE-Advanced
Below6GHz

C-Plane U-Plane

LTE

CA
28GHz

コネクテッドカー

スタジアム高精細映像

28GHz

Below6GHzで
屋内もカバー

屋内対策

遠隔医療・自治体・消防

建機・農機制御

 ニーズ、サービスに応じて必要な周波数を活用して5Gネットワークを構築
5Gで実現するユースケースと周波数活用例

IoT

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjsmfWJ1-fRAhULebwKHUo8AW0QjRwIBw&url=http://illpop.com/outdoor_a08.htm&bvm=bv.145822982,d.dGc&psig=AFQjCNF-_iwPlFMWnIkido6JuMdIlu722w&ust=1485773528568039
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjsmfWJ1-fRAhULebwKHUo8AW0QjRwIBw&url=http://illpop.com/outdoor_a08.htm&bvm=bv.145822982,d.dGc&psig=AFQjCNF-_iwPlFMWnIkido6JuMdIlu722w&ust=1485773528568039
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjg76u3mefRAhWGf7wKHVcmCm4QjRwIBw&url=http://shien39.jp/%E7%A6%8F%E4%BA%95%E5%B8%82%E3%80%80%E8%BE%B2%E6%A5%AD%E6%A9%9F%E6%A2%B0%E3%81%AE%E7%9B%97%E9%9B%A3%E3%81%AB%E3%81%94%E6%B3%A8%E6%84%8F%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%EF%BC%81%EF%BC%81/&bvm=bv.145822982,d.dGc&psig=AFQjCNEC_MBII7U4vXTBjp4wCGkBkgRDvg&ust=1485773885079910
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjg76u3mefRAhWGf7wKHVcmCm4QjRwIBw&url=http://shien39.jp/%E7%A6%8F%E4%BA%95%E5%B8%82%E3%80%80%E8%BE%B2%E6%A5%AD%E6%A9%9F%E6%A2%B0%E3%81%AE%E7%9B%97%E9%9B%A3%E3%81%AB%E3%81%94%E6%B3%A8%E6%84%8F%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%EF%BC%81%EF%BC%81/&bvm=bv.145822982,d.dGc&psig=AFQjCNEC_MBII7U4vXTBjp4wCGkBkgRDvg&ust=1485773885079910
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiepL-71-fRAhWFqJQKHeXbA-sQjRwIBw&url=http://free-illustrations.gatag.net/2014/01/22/020000.html&bvm=bv.145822982,d.dGc&psig=AFQjCNEei0XmvLmIHup8_rJ7DLpjay6Hew&ust=1485773715536744
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiepL-71-fRAhWFqJQKHeXbA-sQjRwIBw&url=http://free-illustrations.gatag.net/2014/01/22/020000.html&bvm=bv.145822982,d.dGc&psig=AFQjCNEei0XmvLmIHup8_rJ7DLpjay6Hew&ust=1485773715536744
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5G（28GHz帯）の共用検討について

①衛星関連の国内外の検討動向を把握
• WRC-19議題1.13※2(TG5/1※4主管）(*1)
• WRC-19議題1.5※3（WP4A※5主管）
• 非静止衛星システムの技術基準策定に向けた国内検討

②WP4Aでは、干渉シナリオAにおいて移動型地球局も
検討が必要
（日本沿岸・上空にも同地球局を搭載した外国船舶・航空機が
来着するため国際基準との整合要）

(*1)対象周波数は異なるが、同様の共用検討手法の適用が考えられる

 WRC-19※1議題に関する共用検討についてITU-R内の作業部会で検討が行われており、国内外での
28GHz帯に関連する共用検討等の状況を参照しつつ、本作業班での共用検討を進めていくことが望ま
しい

※2  議題1.13：IMTの将来開発に向けたIMT周波数の特定に関する議題
※3 議題1.5 ：固定衛星業務の静止衛星と通信する動く地球局による

17.7-19.7GHz帯及び27.5-29.5GHz帯の使用に関する議題
※4 TG5/1 ：ITU-R配下で議題1.13を検討しWRC-19での当該議題の審議

に資する文書（CPMテキスト）を作成する作業部会
（Task Group 5/1）

※5 WP4A ：衛星関連議題を扱うSG4配下において、固定衛星業務（FSS）、
放送衛星業務（BSS）を扱う作業部会

基地局

端末
端末

地球局

衛星(受信機)

５G

干渉構成図(議題1.13)
※実線：希望波、破線：干渉波

A

B

• 干渉シナリオA: 地球局（FSS)→基地局/端末（MS)
• 干渉シナリオB: 基地局/端末（MS)→通信衛星（FSS)
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※1：2019年に開催される国際電気通信連合（ITU）の世界無線通信会議（WRC）



5G（28GHz帯）の共用検討

検討部門 検討期限
(CPMテキスト案）

共用検討完了
見込み(*1)

干渉シナリオ
(*2)

周波数帯
（GHz）

備考

ITU-R TG5/1 2018年8月 2018年5月 A & B 24.25-27.5 WRC-19議題1.13
(24.25-86GHz帯でのIMT特定検討)

ITU-R WP4A 2018年7月 2018年2月 A 27.5-29.5 
WRC-19議題1.5
(17.7-19.7GHz帯／27.5-29.5GHz帯
でのESIM使用の検討)

非静止衛星システムの技術基準
策定に向けた国内検討(*3) - A & B 27.5-29.5 

(*1) ITU-R TG5/1については、1月会合で検討対象の項目・内容が出揃い、5月会合で検討の最終化予定

(*2) 干渉シナリオは以下のとおり（前頁の図も参照）
A: 地球局（FSS)→基地局/端末（MS) B: 基地局/端末（MS)→通信衛星（FSS(GSO/NGSO))

(*3) OneWeb、LeoSat等、今後事業展開が見込まれる非静止衛星通信システムの制度整備に向けた検討（「衛星を巡る諸問題
に関する調査検討作業班報告書」（平成29年6月15日）
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